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01|背景

図3 1時間降水量が100mm以上の年間発生回数

図1 伊豆半島の図 図2 能登半島の図

土砂災害による孤立集落対策

伊豆半島と能登半島

能登半島地震における土砂災害

によって孤立集落が生まれた。支

援物資の輸送が困難になった[1]。

豪雨や地震による土砂災害発

生の際には静岡県でも同様の

被害が発生する可能性がある。

図1、2からも分かるように伊豆

半島と能登半島の地形はとても

似ている。

気候変動による豪雨の影響

地球温暖化の影響で1時間降

水量が100mm以上の年間発生

回数は増えている[2]。

気候変動の影響で豪雨の回数

が増えているのではないか.。

SDGｓ目標である「13気候変動

に具体的な対策を」にもあるよ

うに気候変動によって引き起こ

される問題に対して対策方法

を考える必要がある。

図5 警戒区域外まで土砂が流れ込んだ件数

03|課題

災害発生時の対応

能登半島地震の土砂災害事例

から、災害時に孤立集落が発生

する可能性がある。

事前に土砂災害のリスクが高

い箇所を把握することが重要で

ある。

孤立集落が発生すると、支援物

資の届けや被害箇所の復旧作

業が困難になる。

警戒区域外の土砂災害リスク

図4のグラフでは、約1700件の

土砂災害のうち、約4割が警戒

区域外に土砂が流れ込んだこと

が分かる[3]。

現在の警戒区域指定では、全て

のリスクをカバーできていない。

気候変動により災害の規模が大

きくなっている。

警戒区域外の場所でも土砂災

害リスクを考慮する必要がある。

04|方法

作製したマップはネット上で公開する予定。

土砂災害を引き起こす要因をマップにし、統合した土砂災害発生推定マップを作成する。

取り組みについて講義をすることで地域住民の防災意識を高めることができる。

モデル式は過去の土砂災害事例に当てはめることで信頼性を確かめる予定。

目的変数ｙ：土砂災害の発生有無

（観測データは0, 1だが、一旦モデルができれば0～1の間で出力される。）

𝑦 =
1

1 + ⅇ−𝜆
𝜆 = 𝑎1𝑥1 + 𝑎2𝑥2 + 𝑎3𝑥3 + 𝑎4𝑥4 + 𝑏

ロジスティック回帰モデル

独立変数  𝑥1： 集水域の平均斜度、 𝑥2： 集水域の集水量、 𝑥3： 集水域の平均植生高

𝑥4： 積算降水量

過去のデータから要因(雨量や斜
度など)を調べ、土砂災害を予測

推定した土砂災害を危険
度ごとにレベル分け

危険度レベルごとに色分
けをしたマップを作製

マップについて講義(おむす
び大学の中)をすることで
防災意識を高める

全体イメージ

05|地域実装

おむすび大学での講義

作成したマップについて講義を

することで事前に危険な経路に

ついて知ってもらう。

マップ作製の手順を講義し、実際

に地域住民に作成してもらうこと

で防災意識を高めてもらう

講義をする際に地域住民同士

が顔を合わせることで

つながりを作ることができる
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06|最終目標

図4 ハザードマップに掲載されていない斜面

02|孤立集落問題

能登半島地震

事前に土砂災害のリスクが高

い箇所を把握することが重要で

ある。

孤立集落が発生すると、支援物

資の届けや被害箇所の復旧作

業が困難になる。

能登半島地震の土砂災害事例

から、災害時に孤立集落が発生

する可能性がある。

孤立集落問題

2024年1月に発生した能登半島地

震では集落の孤立が多発し、長期

化した。

救助が来ない、燃料・薬が得ら

れない、体調が悪化しても病院

に行けないなど様々な問題が

発生する。

能登半島地震では２週間以上も孤

立状態が続いたと言われている

[4]。

「おむすび大学」は

富士・箱根・伊豆国際学会が主

催する誰でも講師に誰でも受講

生として参加できる公共の学び

の場です。

図6 作成手順マニュアル

土砂災害リスクを予測

事前に多くの土砂災害リスクを知る

孤立集落対策に繋げる

https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/extreme/extreme_p.html
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